（別紙1）
新型コロナウイルス感染症の予防・感染拡大防止への対応
（いしかわクラスター対策班　阪上　学、飯沼　由嗣 統括コーディネーターの助言を得て作成）
１.職員の健康管理

・病院（特に療養病床が中心の患者の入退院が少ない病院）では、職員によるウイルスの持ち込み防止対策が非常に重要となります。職員には院外でのハイリスク行動の自粛を指導するとともに、日常的に職員の健康管理を行い、体調不良時には休暇取得や積極的な検査を実施できる体制を確保してください。
・既にワクチンを接種されている場合でも、ブレークスルー感染として感染を拡大させる危険性があります。実際にブレークスルー感染が引き金になってクラスターが発生していますので、十分注意してください。
２．院内感染対策
　　・全入院患者に入院時スクリーニングとしてＰＣＲ検査を行ったとしても、新型コロナウイルスは病院内に入り込む可能性があります。院内に未知の感染者がいる可能性があることを前提に、標準予防策の遵守を行って下さい。手指衛生やマスク着用に加えて、おろそかになりやすいフェイスシールドまたはアイガード等を着用し、目を保護するようにしてください。

　　・休憩室での食事時、更衣室での着替えの際などにおいても、マスク無しでの会話は厳禁です。
３．院内の情報の集約と共有

　・新型コロナウイルス感染症患者（疑いを含む）の早期発見のため、発熱している職員・患者、いつもと様子の違う患者について、情報集約するようにしてください。
４．マニュアルの作成と患者発生時のシミュレーション（特に重要）

・職員発症時は、接触者（患者、職員）のＰＣＲ検査

・患者発症時は、接触者（患者、職員）のＰＣＲ検査に加え、患者配備（ゾーニング）や適切なマスクやガウン等の個人用防護具（以下、ＰＰＥ）の着脱といった感染管理対策に加え、指揮命令系統、ＰＰＥの備蓄状況の確認など対策本部の立ち上げも求められます。

・予めマニュアルを作成し、シミュレーションを行っておくようにしてください。

・以上のような対策のノウハウを常にアップデートできるためにも、診療報酬の感染管理加算の取得や院内感染対策に関するカンファレンスへの積極的参加をご検討ください。 
